
マリンメッセ福岡 B館  
福岡県福岡市博多区沖浜町２-１

［会　場］

Auto Aftermarket KYUSHU 2025

［主　　催］ オートアフターマーケット九州 実行委員会
 ・ 株式会社ランテル 
 ・ ARC九州 
 ・ 株式会社ジェイシーレゾナンス

［協　　賛］ 一般社団法人 福岡県自動車整備振興会
 一般社団法人 佐賀県自動車整備振興会
 一般社団法人 長崎県自動車整備振興会
 一般社団法人 熊本県自動車整備振興会
 一般社団法人 大分県自動車整備振興会
 一般社団法人 宮崎県自動車整備振興会
 一般社団法人 鹿児島県自動車整備振興会
 福岡県自動車車体整備協同組合（予定）

［協　　力］ アフターマーケットサプライヤー活性化委員会
 AIRオートクラブ 九州ブロック
 BSサミット事業協同組合 九州ブロック
 アドバンスクラブ
 全日本ロータス同友会 九州ブロック（予定）

［展示内容］ ▶ 診断 / 校正（エーミング関連機器） 
 ▶ 計測 / 調整（アライメント機器）
 ▶ 車検 / 一般整備関連（整備機器・システム） 
 ▶ 車体整備関連（鈑金 / 塗装関連資機材）
 ▶ カーディテイリング関連（資材・サービス） 
 ▶ 補修部品・用品 など

開催概要

［主　催］ ジュニアメカニック2024＠福岡実行委員会

@FUKUOKA

Junior  Mechanic

2024
@FUKUOKA

Junior  Mechanic

2025

オートアフターマーケット九州 事務局
〒108-0072 東京都港区白金1丁目12-2 JC Residence 2F （株）ジェイシーレゾナンス内
TEL.03-5422-9446   FAX.03-5422-9149　Mail.aak@jc-resonance.co.jp

［お問い合わせ先］

●来場者バッジのプリントアウトが難しい場合は、当日受付にてお申し出ください。その
際に、事前登録で入力いただいたメールアドレスや氏名等をお伺いすることがございます。

●本案内状を会場にお持ち頂いてもご入場いただけません。

●セミナーの予約は、来場事前登録の際に行います。聴講を希望される場合は、忘れず
に予約をしてください。セミナーは聴講無料です。

●来場者バッジに予約されたセミナー番号が記載されますので、ご確認ください。
●事前申込はお席を保証するものではありません。会場へはお早めにお越しください。

AA九州のHPより
来場事前登録ページにお進みいただき、
必要項目を入力後、送信をお願いします。

事前登録1

登録完了メールをご確認ください。
AA九州2025 来場者バッジ（PDF）を
プリントアウトしてお持ちください。

登録完了2

当日は、プリントアウトした来場者バッジ
（PDF）を持参頂ければ、すぐに入場可能です。会場にて3

来場者証

来場事前登録 ・ セミナー聴講  申込方法

セミナー
聴講

注意
事項

（8月初旬より登録受付開始）

ご入場には来場事前登録が必要です▶

小中学生のお子様がいらっしゃるご家庭に是非ご案内ください▶車の整備作業を体験しよう！車の整備作業を体験しよう！車の整備作業を体験しよう！

［開催日時］

2025年10月4日（土）・5日（日）

小中学生にメカニックの魅力を伝える体験イベント
同時開催展

2020
KYUSHU

2022
KYUSHU

2020
KYUSHU

2025
KYUSHU

自動車アフターマーケットビジネスの羅針盤

オートアフターマーケット
 九州 2025

来場事前登録は
こちらから       ▶8月初旬より

登録受付開始

会場内でスタンプラリーを開催！
スタンプを集めて景品をGETしよう!

スタンプラリー開催!スタンプラリー開催!スタンプラリー開催!
無料の来場事前登録が必要です！！
本案内状を会場にお持ち頂いてもご入場いただけません。

保護者の同伴必須
小学生・中学生は

入場無料入場無料入場無料
缶バッジをプレゼント！

in TOHOKU

Junior  Mechanic

202５

ジュニアメカニック２025
in 東北



※日時・タイトル・講師・内容等については変更になる場合があります。最新情報は公式WEBサイトをご確認ください。

［セミナープログラム］

目玉商品が目白押し！
破格でのご提供をお見逃しなく！！

展示会場内特設の塗装ブースにて、出展者による塗装
デモンストレーションが行われます。

２日間限定！

ランテル

コーナー
特売品
コーナー
特売品

塗装実演コーナー塗装実演コーナー

10月4日● 土   セミナー聴講無料

主
催
者
セ
ミ
ナ
ー

出
展
者
プ
レ
ゼ
ン

A-23 13:00~13:45
ガラス磨きでビジネスの差別化！
「世界が認めたガラス業界の革命児から学ぶ新規顧客＆満足度アップ!」

株式会社Revive and design

B-21 10:30~11:15
AIで現場が変わる!
使える整備業界向けAI解説

ライカラ株式会社

B-22 11:30~12:15
『いま儲からずにどうする？！』
現場で本当に使えるシステムとノウハウを分かりやすく解説！

株式会社プラス

B-23 12:30~13:15
【自動車整備業界の経営者必見】2025年度最新、
知らないと損する、最大1000万円以上もらえる補助金セミナー

株式会社Blue Finback

B-24 13:30~14:15
【1年で新規顧客が44％増!】
わたしがやってきた整備工場の集客術

株式会社ヤマウチ

A-24 14:15~15:00
定期点検・車検の案内をデジタル化!
成功事例とツール活用の秘訣

株式会社coco

B-25 14:30～15:15
“マイベストディーラー”を実現する進化型Eラーニング
～店舗力を底上げするハイブリッド学習設計とは～

株式会社新規開拓

A-21 10:30~11:15

日々学生たちと接する中で彼らが何を思い、何を考え整備士を目指しているのか・・
昨今の自動車整備士養成施設の学生さんたちの現状を伺い、深刻な人材不足に悩む、整
備事業者をはじめとする自動車関連事業者に向けて、人材獲得・定着に向けてのヒントを
伺います。

学校法人 西鉄学園 西鉄自動車整備専門学校　
教頭 教務・就職課 目原 宏輝 氏

自動車整備士養成施設の現状と
整備人材獲得に向けての対策

A-22 11:45~12:30

自動車アフターマーケットの様々な業界で不正が報じられ自動車ユーザーからの信頼
が低下しているなかで、法令遵守とコンプライアンスの差を理解し、国土交通省による
指針やガイドライン、自動車公正取引協議会の規約などを読み解くことが求められてい
ます。人材不足や自動車の進化への対応など事業運営の課題を整理しつつ、法人とし
てのありかたを見直す絶好の機会であると捉え、今後の事業の方向性を考えるための
情報提供を行います。

株式会社ジェイシーレゾナンス  
代表取締役社長 松永 博司 氏

法人としての人格を考える上での法令遵守とコンプライアンス
～指針やガイドラインに沿った事業運営の難しさ～

10月5日● 日   セミナー聴講無料

主
催
者
セ
ミ
ナ
ー

出
展
者
プ
レ
ゼ
ン

B-13 12:30～13:15
IA1000WA
（AUTEL次世代型全自動ADAS&アライメントシステム）ご紹介

株式会社整備サポート

B-11 10:30~11:15
整備士不足時代に挑む
インドネシア特定技能人材の可能性と受入方法

株式会社アプティグローバル

A-12 11:30~12:15
健全に儲け続けるための
レバレートと料金設定

株式会社ブロードリーフ

B-12 11:30~12:15
最新!G-SCAN新製品紹介

株式会社インターサポート

B-14 13:30~14:15
設立発表：メーカー等の新しい商材の活用事例や、
整備工場における新しい取組の成功＆失敗事例を共有

一般社団法人モビリティ・ラボ

A-15 14:30～15:15
EV化、サイバーセキュリティ、人材不足
「確定した未来」に対応する具体的戦略

BSサミット事業協同組合 九州ブロック

B-16 15:30～16:15
世界屈指の診断機メーカー
LAUNCH TECHの凄さ

ロシェル株式会社／株式会社LAUNCH

B-15 14:30～15:15
ウレタン系３Mペイント・ラップフィルムPWFは
日本のカーラッピングビジネスにどんな変化をもたらすのか？

株式会社ワイエムジーワン

A-11 10:30~11:15

自動車の進化による整備の高度化や検査精度の変更をはじめ、人材不足などの背景の中
で自動車整備や検査にかかわる制度が変わっています。一方でコンプライアンス対応も
重要視されており、自動車整備事業者としてルールを正しく理解し、事業体制を整えるた
めの情報をご提供頂きます。

国土交通省  九州運輸局  
自動車技術安全部 整備課 課長 森田　恵 氏

自動車整備・検査に係わるルールの変更について
～OBD検査の現状や規制の見直しなど～

A-13 12:30～13:15

今後、OBD検査対象車が増えていくなかで、車検（継続検査）をはじめ一般整備などの事業を継
続していくためにどのような体制を構築すべきか、を考えるための情報をお話し頂きます。現在は
少ない安全系特定DTCの不適合ですが、実際の車検で検出された場合にどのように対応すべき
なのか準備できている事業者は少ないのではないでしょうか。OBD検査対象車は2030年に新車
販売で半数を超え、2035年には保有台数で半数を超えると予想されているなかで、2025年の
いまだからこそ事業継続に向けた準備が必要
であることを理解するプログラムです。 株式会社山形部品  

サービス部門 次長 沓澤　伸 氏

OBD検査の常態化への備え
～5年後、10年後にむけた事業体制～

A-14 13:30~14:15

リスクアセスメント対象物が増えていく背景と、自動車整備や修理をはじめとした自動車
を扱う事業者が取り組むべき事業所のリスクアセスメントとリスク低減措置を具体的にお
話しいただきます。

化学物質による健康障害防止に向けた取り組みの重要性について
～事業所におけるリスクアセスメントとリスク低減措置について～

厚生労働省
労働基準局 安全衛生部 化学物質対策課 課長補佐 夏井 智毅 氏


